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研究成果の概要（和文）：(1)先住民マオリとニュージーランド政府の植民地主義的収奪に関する「和解」過程
の定型化を指摘し、それに並行した部族集団の実質化の様相を明らかにした。(2) 海の先住権を巡る2つの論争
を分析し、マオリの先住民運動における対照的な方向性を見出した。(3)都市マオリ・コミュニティにおける若
者のアイデンティティの実態を、「血」やエスニシティといった概念から捉えた。(4)ヨーロッパ系住民によ
る、暴力性・好戦性を核にしたマオリのイメージ形成の歴史的経緯を整理した。(5)先住民を現代的な現象と捉
え、世界各地の民族誌的事例を踏まえてグローバルな潮流とローカルな運動の関係性について考察した。

研究成果の概要（英文）：(1)Pointed the formulation of settlement processes between Maori and New 
Zealand government, and discussed an aspect of retribalization along it. (2)Analyzed the 
controversies on indigenous rights in the sea, and discussed the contrasting tendencies of Maori 
indigenous movements. (3)Described Maori youth identities in the urban community, and considered 
through concepts of “blood” and ethnicity. (4)Analyzed the history of Maori typical image based on
 violent and warlike character. (5)Compared the ethnographies of indigenous movements from different
 nations or regions, and considered the relations between global trend and local actualities. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
国連の先導による先住権概念の普及を背
景に、世界各地の潜在的先住民が「先住民に
なる」事例の報告が蓄積されつつある。その
一方で、顕在的先住民、典型的には入植国家
の先住民に関する研究は、先住権を獲得した
後に展開する政治・経済・文化的運動を捉え
た上で、先住性の変容や多元化、先住性を巡
る伝統性と創造性の相克といった現代的側
面を論じることに踏み込めていない。また、
文化人類学的視点から都市を考察する研究
は進展目覚ましく、資本主義の末端で国家権
力やグローバリズムに抗い逞しく生きる住
民の実態が捉えられているが、その議論に先
住性という切り口が加わることは少ない。 
 
２．研究の目的 
 ニュージーランドでは、1990 年代以降は
マオリが先住民としての地位を確固たるも
のとし、マオリ社会と政府の間で植民地主義
的収奪を巡って、司法・行政的手段を通じた
「和解」が進展してきた。この結果、マオリ
社会は、ポスト「和解」時代を迎えつつある。
本研究の目的は、このような時代背景のもと、
都市というグローバルかつローカルな場に
生きる、マオリ集団及び個人に着目し、彼ら
が先住権あるいは先住性に基づいて行う諸
実践の実態を明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 
日本国内における先行研究、統計、司法・
行政記録、マス・メディア報道等を対象にし
た文献史資料調査と、ニュージーランドにお
ける参与観察と聞き取り等による現地実態
調査から成る、統合的アプローチを採用する。 
 
４．研究成果 
主な研究成果 7点の要旨を、以下に挙げる。 
(1)「和解」過程の定型化と部族集団の実質
化の解明 
1970 年代半ば以降、マオリとヨーロッパ系
住民を対等に位置付ける二文化主義が理念
化され、先住民政策の転換が図られた。これ
に伴い 1980 年代に、マオリが植民地主義的
収奪を申し立てることに特化した国家機関、
ワイタンギ審判所の整備が進み、実際に申し
立てが相次いだ。そして、土地を主たる対象
とした植民地主義的収奪の実態が解明され、
その結果に基づいて、マオリと政府が「和解」
の方策を探る仕組みが出来上がった。1990 年
代半ばになると、部族集団と政府の間で大規
模な資産の委譲を伴う「和解」が相次ぎ、そ
の後も次々に部族集団の申し立てや政府と
の交渉が続いた。「和解」に際しては、政府
から当該の部族集団に対して、経済的資産の
委譲に加え、「国王」の謝罪、文化的補償が
伴うことが一般的になった。こうして、「和
解」交渉の道筋や「和解」の具体的内容に関
して、ある種の定型化が進んだと捉えられる。
部族集団は、申し立てや交渉を担うのみなら

ず、政府との「和解」に至った際には、現金
や土地、自然資源利用権等からなる資産を所
有・管理する主体となった。その過程で組織
化が進み法人化する集団も現れ、部族集団の
さらなる実質化が進んだ〈論文執筆中、2018
年度出版予定〉。 
 
(2)海の先住権を巡る論争にみる対照性の指
摘 
1980 年代半ば以降、土地に並行して海の先
住権が問題となり、マオリ社会と政府の間で、
商業的漁業権に関する論争と、前浜及び海底
の帰属や性質に関する論争が起きた。第一に
先住権としての商業的漁業権は、基本的には
漁獲高権利という地役権に置換された。そし
て両者の「和解」は政府からマオリ社会への、
漁獲高権利を中心とする資産の委譲によっ
て可能になった。ところが「和解」後は、マ
オリ社会内でその資産の分配方法をめぐっ
て、新たな論争が生じた。第二に前浜及び海
底は、そもそも国家の制度化が進んでいない
法的に曖昧な「海の土地」だったため、既存
の権利や金銭的価値への置換は困難だった。
そのために、権利の質の問題が争点になった。
マオリ社会は一貫して前浜及び海底はマオ
リ慣習地だとし、慣習的権利の名のもとにい
わば所有権を主張したのに対して、政府はあ
くまでその空間は「国王」の所有のもとにあ
るとし、マオリの慣習的権利は所有権未満に
留まると主張してきた。2004 年の立法により、
基本的には政府の主張が通りこの論争は決
着をみたかのように思われた。しかし数年後、
その法が見直され、マオリには特定の海域及
び沿岸域に対して領域的な権利と権原を獲
得する可能性がもたらされた。海の先住権を
巡る二つの論争からは、国家において主流社
会が構築した仕組みに則って経済的リソー
スを獲得し、現代的潮流に沿った発展を進め
ようとするマオリと、植民地化以前から堅持
する自文化を根拠にそのような仕組みの前
提そのものに挑むマオリ、双方の姿が指摘で
きた〈５－図書①ほか〉。 
 
(3)都市マオリ・コミュニティにおける若者
のアイデンティティの実態の解明 
マオリ社会では 1980 年代以降、自己同定
という基準が重要視されるようになり、「混
血」のマオリが「血の割合」によらずに、マ
オリとして数えられるようになった。その一
方で、ファカパパ（系譜）の重要性が強調さ
れるなかで、今なお「血」にこだわるマオリ
権威者・有識者は多い。都市の若者マオリの
実態に目を向けると、「混血」の結果、マル
チ・エスニックな背景を持っている者が多い
が、そのことは必ずしも当事者のアイデンテ
ィティに反映されるわけではなかった。とは
いえ、潜在的・顕在的なマルチ・エスニシテ
ィの様相や「血の割合」の差異は、日常生活
の微細な部分で影響を及ぼしていることも
また事実であった。さらに彼らの語りからは、



「血」を有することや自己同定とは、全く無
縁な「マオリ」が存在する可能性が示された。
この「マオリ」は、近代欧米文化のもとで人
種主義的な観点から測られてきたマオリと
も、現代マオリ社会の中心で支持されている
マオリとも、本質的に異なっている。「混血」
が進んだ都市の若者マオリに看取できる、
「血」という基準を放棄し、集団としての安
定性とも決別した、包括的で柔軟な「マオリ」
の想定には、新たな共生の可能性が指摘でき
た〈５－図書③、学会発表③ほか〉。 
 
(4)ヨーロッパ系住民によるマオリのイメー
ジ形成の歴史的経緯の整理 
ポスト「和解」時代に入り先住民の地位は
向上したが、他方でマオリに対する否定的な
イメージ、とりわけ暴力的・好戦的なマオリ
像は現在も根深く存続している。そのような
イメージは、19世紀には既に成立していたが、
20 世紀前半に変容し、ラグビーと戦争におい
て、身体的強靭さと読み換えられ、賞揚され
るべき資質とみなされるようになった。すな
わち国家が先導する競技場／戦場(フィール
ド)において、マオリは排除されずに積極的
に包摂されたと捉えられ、マオリのいわば
「ニュージーランド人」化が認められる。そ
のような身体的強靭さは、国家制度の進展や
ヨーロッパ系住民のヘゲモニーの補強にこ
そなれども、それらを脅かす存在になるとは
考えにくい場面でのみ、表出が許されたとも
いえる。20 世紀後半になると、マオリの生活
様式は大きく変化し、都市という環境におい
てマオリは次第に社会問題の当事者として
位置付けられるようになった。この過程で形
成された都市マオリ像は、新しい要素が加わ
ってはいるものの、基本的には旧来の暴力
性・好戦性を核にしていた。マオリのイメー
ジには歴史的に変容する部分はあったもの
の、一貫してマオリであることに問題の原因
があるという人種主義的な見解が垣間見え
る〈５－図書④、学会発表①ほか〉。 
 
(5)先住民という現象を巡るグローバルな潮
流とローカルな運動の関係性に対する比較
考察 
 1960 年代より、ニュージーランドをはじめ
とする入植国家では先住民運動が高揚し、先
住民の地位や権利に大きな変化が起きた。そ
して 1990 年代から 2000 年代にかけては、国
連を中心とする国際的なアリーナで、新たに
先住民と名乗ったり名指されたりする人び
とが現れた。先住民の拡張と多様化が勢いを
増す中で、2007 年には国連先住民族権利宣言
が採択された。グローバルな脈絡で先住民運
動が急進するに並行して、ローカルな現場で
は、先住民運動に独自の展開が見られるだけ
でなく、先住民という概念や運動における矛
盾や問題もまた報告されるようになった。す
なわち、先住民という概念の可能性と限界が
明らかになった〈５－図書①、学会発表④ほ

か〉。 
 
(6)沖縄の離島における環境の改変・保全に
対する先住的文化の位置付けの検討 
 ニュージーランドにおける先住民研究か
ら派生して、独自の文化・社会を持ち近代化
の過程を経た、南西諸島の久米島に関心を寄
せた。そして、これまでの農地拡張・圃場整
備において、いわば先住的文化が軽視されて
きたが、環境問題に対する持続可能な保全活
動のために、先住的文化を再評価し、住民の
主体性を強化する必要があると指摘した〈５
－図書⑤ほか〉。 
 
(7)参与観察及びインタビュー調査の基礎的
技術の教育法の開発 
 ニュージーランドにおけるフィールドワ
ーク経験に基づいて、大学生を対象に参与観
察及びインタビュー調査の基礎的技術を獲
得することを目的とした、教室内授業に基づ
く実践型教育の方法を開発した〈５－雑誌論
文①ほか〉。 
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